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平成２８年２月１９日

平成２７年度学校関係者評価会議資料（全日制）

◎２月１６日（火）15:40 ～より会議室で、全日制の学校評価委員会が開催された。
学校評価関係者の皆様に、事前に配布した資料を使って、特に分掌評価を中心に会議を進
めた。

☆「平成２７年度 学校評価ｱﾝｹｰﾄのまとめ」から

(1)保護者「肯定的回答（A+B）」
１ 全体概況

質問項目 今年度 昨年度 差
①昨年に比べ保護者、教職員ともに、総じ

て肯定的な評価が増加。
① 学 校 経 営 83.8% 84.4% -0.6

②保護者評価で「特別活動」「学年・学級
経営」「教育相談」「進路指導」のポイン

② 教 科 指 導 71.9% 70.6% +1.3
トが上昇。

③ 生 徒 指 導 80.1% 79.9% +0.2 ③職員評価で「生徒指導」「学校経営」「教

育相談」「特別活動」のポイントが上昇。
④ 教 育 相 談 76.2% 74.3% +1.9

２ 保護者と職員の評価のギャップ
⑤ 進 路 指 導 77.4% 75.7% +1.7

①「学校経営」は、保護者で下降、職員で
⑥ 特 別 活 動 87.4% 83.4% +4.0

上昇。
②「生徒指導」は、保護者の評価は平年並

⑦ 学年・学級経営 86.4% 84.1% +2.3
み。

③「特別活動」は、保護者の評価が高い。
⑧ 全 体 81.6% 80.4% +1.2

④「教科指導」、「学年・学級経営」は、保
護者で上昇、職員で下降。

※要因等は、保護者、職員の「自由記述」から
(2)教職員「肯定的回答（A+B）」 推測できる。

質問項目 今年度 昨年度 差

３ 「特別活動」｢教育相談」「研修」の特徴
① 学 校 経 営 93.2% 89.2% +4.0

的活動に関する評価

② 教 科 指 導 86.4% 87.3% -0.9
①保護者の声にあるように、行事等で生徒
が生き生きと活動している。保護者も強

③ 生 徒 指 導 92.5% 81.0% +11.5
く感じている。部活動に対する理解が課
題。

④ 教 育 相 談 95.5% 92.9% +2.6

②保健部、養護教諭と学年主任・担任の連
⑤ 進 路 指 導 90.9% 89.9% +1.0

携や情報交換が進んだ成果。今後の教育

⑥ 特 別 活 動 93.9% 91.3% +2.6 相談の在り方に一石を投じた。

⑦ 学年・学級経営 86.4% 86.7% -0.3 ③研修部を中心にキャリア教育の推進を押

し進めた。組織的に取り組む道筋をつく
⑧ 研 修 86.4% 88.1% -1.7

ってくれた。来年度のさらなる進展に期

⑨ 全 体 90.8% 87.9% +2.9 待する。
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（２）新年度へ向けて課題化する取組みを審議する視点の提示

①生徒の成長のためには、学校の中でどれだけ親身に指導・助言しても、家庭の協力が
なければ、十分な成果は得られない。したがって、先生方の評価と保護者の評価のギ
ャップを解消し、好評価を実感として共有し、生徒の成長のため協力していく取組み
が必要。

②「教科指導」や「学年・学級指導」で先生方が厳しい自己評価をしている点は、新年
度、教科指導や学級経営で、スキルを磨こうと決意していると捉えている。そのため
の方策を研究するために、研修や教科の組織的な取組みが必要。

③学年部でどんなことを企画し実践しているかが、他学年の先生にもわかる仕組み作り
を通して、学校が一丸となって生徒の人間力育成と本荘高校の社会的使命の遂行をめ
ざす。保護者には、学校経営、学年経営を理解してもらう工夫が必要。

（３）資料から見える各分掌等の課題と対応策

１ 総務部～保護者からの意見をどう集約していくかが課題。今年度はＨＰ等を通した情報
発信の機会を増やした。

２ 生徒指導部～大きな問題行動はなし。校舎の内外で元気にあいさつできる生徒が増えた。
保護者の送迎車が桜坂上まで上がってくる状況の改善が課題。

３ 特別活動部～行事の内容や順番などを考え直す時期ではないか。部活動と学習の両立に
関して、学習時間を確保させたい。

４ 研修班～相互授業参観を柔軟な方法に変更。来年度は授業を記録して次に活かす方式を
定着させたい。キャリア教育とＡＬの両立や評価方法の確立に取り組む。

５ 図書視聴覚班～授業での図書館活用を進めてほしい。
６ 保健班～多くの生徒が様々な課題を抱えている。発達障害に関する研修会を開催したい。

（４）全体で討議する課題の選定と議論
①入学時の学力差（秋田市内の進学校と比較）が拡大する実態を踏まえた学力向上策に
ついて（進路指導部）

（家庭学習時間の確保と定着、総学習時間の拡大を進める組織的工夫）

秋田県全体で入学時における学力低下が起こっている。来年度の右文タイムの１０分減少、
ＳＵＳの減少の中で、入学時からの学習習慣の定着が課題。進路実現に向けて、学年の枠を
越えた取組みが必要。生徒の学力差を埋めるための意見やアイディアがほしい。

・厚い下位層への手立て、秋田市内の進学校に対抗できる仕組みづくり、上位層への手立て
と課題山積である。

・上位層等を「囲い込んで」指導することで、下位層が引っ張られるのでは？
・数学科では中位層を囲い込んだ指導を行い、成果を上げている。他教科でもできないか？
・下位層を対象にマンツーマン指導を行っている。上位層もやりたいと申し出るので、レベ

ルにあった課題を出している。しかし個人では限界がある。
・部活動の合宿や遠征で勉強させると普段以上に取り組む。日常のハードな練習から考える

と両立は極めて大変、やり方を工夫する必要がある。
・上位の生徒が下位の生徒を教える場面をつくる取組みを進める。
・企業と違い、お金と人員に限界がある。各教科とも人員が減少しており、これ以上の教員

負担は大変。できることは、生徒の意識を変えることか？
・右文タイムの１０分減少に伴うやり方の検討が必要。
・やることはやっているが手詰まり感あり。生徒が自ら課題を考えて実践することで成果を

上げている学校がある。
・生徒の求めているものは何か？またそれに応えられる対応は何か？考える必要あり。
・生徒が自らやっていく、やる気にさせるシステムづくりが必要。

②本校の「右文尚武」を踏まえた定期考査の時期と回数について（教務部）
（平成２９年度実施に向けてのスタートライン）

・全員で考えるべき課題。平成２８年度には結論を出したい。

③各学年部の情報交換を密にして、全ての教職員で情報を共有しながら、人材を育成す
るには、これまで以上に何をどう改善ずべきか？ （教頭）

・校内ネットワークの「連絡版」の活用方法を考える。連絡版を毎朝チェックしてほしい。



保護者アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
A B C D E 未 A B C D E 未

1 239 305 80 13 33 4 1 218 305 88 11 38 3

2 92 381 71 5 115 9 2 100 366 75 9 99 12

3 238 369 30 5 29 4 3 223 363 36 6 32 3

4 187 338 102 9 33 4 4 163 358 93 6 40 4

5 277 331 42 10 10 4 5 275 325 40 6 14 2

6 307 307 12 4 35 8 6 310 265 21 4 41 18

7 338 273 26 9 23 5 7 389 226 23 3 17 5

全体 35.6% 48.9% 7.7% 1.2% 5.9% 0.8% 全体 36.2% 47.6% 8.1% 1.0% 6.1% 1.0%

１年 12.3% 16.5% 2.7% 0.6% 2.5% 0.4% 1,528 １年 11.0% 17.0% 2.8% 0.3% 2.6% 0.4% 0

## ２年 11.7% 15.1% 2.6% 0.2% 2.2% 0.1% 1,470 ### ２年 12.4% 16.4% 2.4% 0.3% 1.9% 0.5% 0

３年 11.6% 17.3% 2.5% 0.4% 1.2% 0.3% 1,315 ３年 12.8% 14.3% 2.8% 0.4% 1.6% 0.1% 0

##

学校は生徒の安全や健康を考えて、必要な対策をとっている。

学校は生徒・保護者の個人情報に関して適切な配慮をしている。

学校を訪問したり、電話したときの学校職員の対応は適切である。

Ｈ２７　学校経営

本校の「教育目標」「教育方針」「本年度の目標」を知っている。

重点目標の実現に向けた取り組みは成果が上がっていると思います
か。

本荘高校の生徒の進路を考えた効果的な教育課程（３年間にわたる
授業の全体計画やコース設定、校時割）の編成に努めている。

学校は校内の活動を外部に積極的に伝えようとしている。

学校を訪問したり、電話したときの学校職員の対応は適切である。

本荘高校の生徒の進路を考えた効果的な教育課程（３年間にわたる
授業の全体計画やコース設定、校時割）の編成に努めている。

学校は校内の活動を外部に積極的に伝えようとしている。

学校は生徒の安全や健康を考えて、必要な対策をとっている。

昨年度　学校経営

本校の「教育目標」「教育方針」「本年度の目標」を知っている。

重点目標の実現に向けた取り組みは成果が上がっていると思います
か。

学校は生徒・保護者の個人情報に関して適切な配慮をしている。

## ###

## ###
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保護者アンケ ト １保護者アンケート　－１－



保護者アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

8 120 369 118 10 54 3 8 114 377 95 19 57 2

9 89 381 100 6 96 3 9 119 344 89 9 101 2

10 96 373 122 16 63 4 ## 10 103 373 103 10 69 4 #

全体 15.1% 55.5% 16.8% 1.6% 10.5% 0.5% 全体 16.9% 55.0% 14.4% 1.9% 11.4% 0.4%

１年 5.1% 18.2% 6.6% 0.6% 4.2% 0.1% ## １年 5.0% 19.4% 4.9% 0.5% 4.1% 0.3% #

２年 4.2% 18.4% 5.9% 0.3% 3.0% 0.0% ## ２年 5.5% 18.4% 4.8% 0.7% 4.3% 0.2% #

３年 5.8% 18.9% 4.3% 0.6% 3.3% 0.3% ## ３年 6.4% 17.1% 4.8% 0.8% 3.0% 0.0% #

生徒は授業に関して満足していると思いますか。

Ｈ２７　教科指導

授業を通しての学力向上は達成されている。

授業において生徒の興味や意欲を引き出す工夫がなされていると思い
ますか。

生徒は授業に関して満足していると思いますか。

昨年度　教科指導

授業を通しての学力向上は達成されている。

授業において生徒の興味や意欲を引き出す工夫がなされていると思い
ますか。

A B C
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Ｈ２７ 教科指導

A
A B C

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

8

昨年度 教科指導

A

9

10

B

C

D

E

未

9

10

B

C

D

E

未

保護者アンケ ト ２保護者アンケート　－２－



保護者アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

11 177 361 43 4 87 2 11 178 346 52 5 79 2

12 167 379 65 9 52 2 12 183 366 47 6 58 2

13 205 373 35 5 53 4 13 224 345 40 3 48 2

14 160 334 35 6 135 4 14 172 306 37 6 137 4

全体 26.3% 53.7% 6.6% 0.9% 12.1% 0.4% ## 全体 28.6% 51.5% 6.6% 0.8% 12.2% 0.4% #

１年 9.6% 17.9% 2.3% 0.6% 4.4% 0.1% ## １年 9.7% 16.7% 2.2% 0.1% 5.3% 0.2% 0

２年 8.5% 17.3% 2.1% 0.1% 3.9% 0.0% ## ２年 9.6% 17.2% 2.2% 0.3% 4.3% 0.2% 0

３年 8.2% 18.5% 2.3% 0.3% 3.7% 0.3% ## ３年 9.4% 17.6% 2.3% 0.4% 2.6% 0.0% 0

生徒指導上の事故防止指導は適切、効果的に行われていると思いま
すか。

「いじめ」に対する適切な調査や指導、対策がとられていると思います
か。

Ｈ２７　生徒指導

生徒指導に全職員で、共通認識のもとに取り組んでいると思います
か。

整容指導や挨拶の励行など、生徒の社会性育成指導の成果はあがっ
ていると思いますか。

生徒指導上の事故防止指導は適切、効果的に行われていると思いま
すか。

「いじめ」に対する適切な調査や指導、対策がとられていると思います
か。

昨年度　生徒指導

生徒指導に全職員で、共通認識のもとに取り組んでいると思います
か。

整容指導や挨拶の励行など、生徒の社会性育成指導の成果はあがっ
ていると思いますか。
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Ｈ２７ 生徒指導
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保護者アンケ ト ３保護者アンケート　－３－



保護者アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
A B C D E 未 A B C D E 未

15 167 332 42 8 90 33 15 184 313 39 2 99 15

全体 24.9% 49.4% 6.3% 1.2% 13.4% 4.9% ## 全体 28.2% 48.0% 6.0% 0.3% 15.2% 2.3%

１年 7.4% 17.9% 1.6% 0.6% 5.8% 1.6% ## １年 8.6% 16.1% 1.8% 0.2% 7.5% 0.5%

２年 7.0% 15.5% 2.5% 0.0% 4.8% 2.1% ## ２年 9.4% 17.5% 1.4% 0.0% 4.6% 1.4%

３年 10.4% 16.1% 2.1% 0.6% 2.8% 1.2% ## ３年 10.3% 14.4% 2.8% 0.2% 3.1% 0.5%

昨年度　教育相談

先生方は生徒の悩みや相談に適切に対応していると思いますか。

Ｈ２７　教育相談

先生方は生徒の悩みや相談に適切に対応していると思いますか。

A B C

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

15

Ｈ２７ 教育相談
A

B

C

D

E

未

A

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

15

昨年度 教育相談
A

B

C

D

E

未

保護者アンケ ト ４保護者アンケート　－４－



保護者アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

16 205 343 53 8 47 17 16 217 331 45 7 50 9

17 138 319 79 9 111 17 17 158 295 69 11 117 10

18 161 350 64 11 69 18 18 181 336 69 5 59 9

19 182 341 84 9 38 19 19 205 317 81 10 35 11

全体 25.5% 50.3% 10.4% 1.4% 9.8% 2.6% ## 全体 28.9% 48.5% 10.0% 1.3% 9.9% 1.5%

１年 8.0% 17.9% 3.9% 0.5% 4.0% 0.6% ## １年 8.4% 16.6% 3.5% 0.5% 5.1% 0.2%

２年 6.7% 15.9% 4.0% 0.3% 3.7% 1.3% ## ２年 9.9% 17.3% 2.9% 0.3% 2.6% 1.1%

３年 10.8% 16.4% 2.5% 0.6% 2.2% 0.7% ## ３年 10.5% 14.6% 3.6% 0.5% 2.2% 0.2%

進路意識や職業観を育てるための指導が適切に行われていると思い
ますか。

学校は進路についての情報を、生徒、保護者に適切に伝えていると思
いますか。

Ｈ２７　進路指導

個々の生徒の進路希望や適性に応じた指導が行われていると思いま
すか。

進路指導の成果はあがっていると思いますか。

進路意識や職業観を育てるための指導が適切に行われていると思い
ますか。

学校は進路についての情報を、生徒、保護者に適切に伝えていると思
いますか。

昨年度　進路指導

個々の生徒の進路希望や適性に応じた指導が行われていると思いま
すか。

進路指導の成果はあがっていると思いますか。
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昨年度 進路指導
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保護者アンケ ト ５保護者アンケート　－５－



保護者アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

20 381 240 17 3 8 21 20 395 227 14 1 11 12

21 256 291 43 13 51 18 21 307 254 39 7 32 18

22 235 277 52 28 60 20 22 287 255 43 14 41 18

全体 43.3% 40.1% 5.6% 2.2% 5.9% 2.9% ## 全体 50.1% 37.3% 4.9% 1.1% 4.3% 2.4%

１年 15.7% 14.4% 1.3% 1.1% 1.7% 0.8% ## １年 18.6% 11.9% 1.0% 0.3% 1.7% 0.9%

２年 12.6% 12.6% 2.6% 0.5% 2.4% 1.3% ## ２年 16.6% 13.0% 1.7% 0.2% 1.3% 1.3%

３年 15.0% 13.1% 1.6% 0.5% 1.8% 0.8% ## ３年 14.9% 12.4% 2.2% 0.6% 1.3% 0.3%

部活動の指導は適切に行われていると思いますか。

Ｈ２７　特別活動

運動会、玲瓏祭などの生徒の活動は充実したものになっていると思い
ますか。

部活動を通した人間育成が図られていると思いますか。

部活動の指導は適切に行われていると思いますか。

昨年度　特別活動

運動会、玲瓏祭などの生徒の活動は充実したものになっていると思い
ますか。

部活動を通した人間育成が図られていると思いますか。

A B C

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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Ｈ２７ 特別活動
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昨年度 特別活動

A

21

22

A

B

C

D

E

未

21

22

B

C

D

E

未

保護者アンケ ト ６保護者アンケート　－６－



保護者アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

23 199 356 41 6 55 15 23 204 361 36 4 45 10

24 217 346 55 7 31 17 24 217 345 57 4 27 9

25 269 317 36 7 27 17 25 322 285 25 3 15 9

26 258 313 56 13 16 17 26 283 295 52 5 15 10

27 215 338 36 6 61 17 27 244 289 45 3 60 14

全体 34.4% 49.6% 6.7% 1.2% 5.6% 2.5% ## 全体 38.6% 47.8% 6.5% 0.6% 4.9% 1.6%

１年 11.6% 17.4% 2.4% 0.5% 2.4% 0.7% ## １年 13.4% 16.2% 2.5% 0.3% 1.9% 0.2%

２年 10.9% 15.3% 2.4% 0.3% 2.0% 1.1% ## ２年 12.5% 16.6% 2.0% 0.1% 1.7% 1.2%

３年 12.0% 16.9% 1.9% 0.4% 1.2% 0.7% ## ３年 12.7% 15.1% 2.1% 0.2% 1.3% 0.2%

保護者面談は適切に行われていると思いますか。

生徒は学校が楽しいと感じ、生き生きと学校生活を送っていると思いま
すか。

教材費の負担について配慮がなされていると思いますか。

保護者面談は適切に行われていると思いますか。

生徒は学校が楽しいと感じ、生き生きと学校生活を送っていると思いま
すか。

教材費の負担について配慮がなされていると思いますか。

昨年度　学年経営・学級経営

学年やクラスの指導は生徒、保護者の期待に応えていると思います
か。

学年やクラスについての情報は生徒、保護者に適切に伝えられている
と思いますか。

Ｈ２７　学年経営・学級経営

学年やクラスの指導は生徒、保護者の期待に応えていると思います
か。

学年やクラスについての情報は生徒、保護者に適切に伝えられている
と思いますか。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ２７ 学年経営・学級経営
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昨年度 学年経営・学級経営
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保護者アンケ ト ７保護者アンケート　－７－



保護者アンケート

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 83.8% 9.1% 7.1%

② 71.9% 16.3% 11.8%

③ 80.1% 7.4% 12.5%

④ 76.2% 6.3% 17.5%

⑤ 77.4% 11.3% 11.4%

⑥ 87.3% 6.0% 6.7%

⑦ 86.4% 7.1% 6.5%

81.6% 9.2% 9.3%

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 84.4% 8.9% 6.7%

② 70.6% 18.4% 11.0%

③ 79.9% 7.5% 12.6%

④ 74.3% 7.4% 18.3%

⑤ 75.7% 11.8% 12.5%

Ｈ２７

教育相談

⑧　全体

生徒指導

教育相談

保護者対象アンケート概要

学年経営・学級経営

Ｈ２６

学校経営

教科指導

進路指導

学校経営

教科指導

生徒指導

進路指導

特別活動

A+Ｂ

A+Ｂ

A+Ｂ

A+Ｂ

A+Ｂ

A+Ｂ

A+Ｂ

A+Ｂ

A+Ｂ

A+Ｂ

A+Ｂ

A+Ｂ

A+Ｂ

A+Ｂ

C+Ｄ

C+Ｄ

C+Ｄ

C+Ｄ

C+Ｄ

C+Ｄ

C+Ｄ

C+Ｄ

C+Ｄ

C+Ｄ

C+Ｄ

C+Ｄ

C+Ｄ

C+Ｄ

E+未

E+未

E+未

E+未

E+未

E+未

E+未

E+未

E+未

E+未

E+未

E+未

E+未

E+未

①H27
①H26
①H25

②H27
②H26
②H25

③H27
③H26
③H25

④H27
④H26
④H25

⑤H27
⑤H26

A+Ｂ

C+Ｄ

E+未

⑥ 83.4% 7.7% 8.8%

⑦ 84.1% 7.8% 8.1%

80.4% 9.8% 9.8%

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 83.9% 9.3% 6.8%

② 70.4% 18.0% 11.6%

③ 80.6% 6.9% 12.5%

④ 73.6% 7.0% 19.3%

⑤ 78.1% 10.9% 10.9%

⑥ 86.4% 5.6% 8.0%

⑦ 86.1% 6.1% 7.8%

81.4% 9.0% 9.6%

特別活動

学年経営・学級経営

⑧　全体

⑧　全体

学校経営

Ｈ２５

教科指導

生徒指導

教育相談

進路指導

特別活動

学年経営・学級経営
A+Ｂ

A+Ｂ

A+Ｂ

A+Ｂ

A+Ｂ

A+Ｂ

A+Ｂ
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C+Ｄ

C+Ｄ

C+Ｄ

C+Ｄ
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C+Ｄ

C+Ｄ

C+Ｄ

C+Ｄ

C+Ｄ

E+未

E+未

E+未

E+未

E+未

E+未

E+未

E+未

E+未

E+未
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保護者アンケート　－８－



秋田県立本荘高等学校 

平成２８年１月２２日 

学 校 評 価 実 施 委 員 会 

 

 

平成２７年度 分掌評価まとめ 

 

 

【各分掌・学年・教科】 

 



Ｈ２７学校評価  分掌（学年・教科）用評価シート 
 

分掌名 総務部  主任氏名 鎌田 亨 

 

 １．分掌の評価 

   重  点  実  施  事  項    その評価 及び 残された課題等  評価平均値

１．分掌間の連絡・調整を密にした校務運営

の活性化 
 

班長会議等をはじめとして、各分掌主任間の

連絡を常時取り合うことに一層つとめ、校務

運営を活性化させていきたい。 
 

４．１ 

２．学校行事の企画・立案と円滑な実施・運

営 

 

各分掌行事の企画・運営は重視するなかで、

校長の経営方針を受けて学校全体で共通理解

を図りながら、行事の精選をしていく必要が

ある。 

４ 

３．ＰＴＡ活動の活性化および関係諸団体と

の連携・協力 

 

ＰＴＡ・同窓会等との連絡を今後も密にしな

がら、生徒を共に育てるという視点にたって

連携の要として事務局業務をすすめたい。 
 

４．５ 

４．防災意識の高揚と校舎内外の環境整備
 
 

体験的な活動を中心にした防災訓練を実施す

ることができた。防災対策委員会との連携を

図りながら、教職員の防災意識を更に高める

必要がある。 

４．３ 

５．広報活動の工夫・改善ならびに情報の保

管・管理の徹底 
 

ＨＰの更新をはじめ各分掌からさまざまな発

行物が出されているが、それぞれの担当の視

点を重視しながら内容の精選に提言していき

たい。 

４ 

 

良好 ５ やや良好 ４ 普通 ３ やや不十分 ２ 不十分 １   全体の平均 ４．２ 

 

 ２．保護者・教職員アンケートの意見について 

 番号・項目                分 掌 と し て の 意 見 ・ 対 応 

2042． 

 

計画の立案・段取りが大切である。ＰＴＡ事業をはじめ各行事は全体的に準備を前倒して

進めていきたい。 

3003． 

 

「教育目標」を評価の項目として設定していることから、ＨＰ等さまざまな活動を通じて

適宜事前に広報していく必要がある。 

512． 

 

発行物同様各分掌からさまざまな企画で運営されているが、それぞれの担当の視点を重視

して、授業や予算等勘案しながら内容の精選に提言していきたい。 

 

 
 

 

 
 

 

３．次年度申し送り 

      次  年  度  の  課  題                対  応  策 

分掌内外および委員会等の一層の連携をはかるこ

と 

連携の在り方に工夫が必要である。業務の計画を適

時確認しながら、担当者に任せるものは任せて、効

率よく業務を遂行できるようにしていきたい。 
 

地域連携を見据えた広報活動の促進をはかること

 

ＰＴＡ・同窓会をはじめ、各市町村や近隣の町内会

等とも連携をとれるような態勢をつくりたい。ＨＰ

運用委員会との連携を図りながら、広報活動を充実

させたい。 

 



Ｈ２７学校評価  分掌（学年・教科）用評価シート 
 

分掌名  教 務 班  主任氏名    伊 東 光 喜 

 

 １．分掌の評価 

   重  点  実  施  事  項    その評価 及び 残された課題等  評価 

１ 規律ある授業の展開と授業改善により

学力の向上と定着を図る。 

 

授業のアクティブ化の推進を学校の課題とし

て授業改善に取り組んだ。キャリア教育推進 

として継続して行うことができた。 

今後も継続して授業改善に取り組んでいかな

ければならない。 

 

４．２ 

２ 大学入試環境を研究し、進路実現と人材

育成を果たす教育課程を各教科とともに編

成する。 

本校の現状を考慮して、教育課程を見直す事

ができた。今後も入試環境を研究し、生徒の

実情に合った編成を行うようにしたい。 

 

 ３．９ 

 

良好 ５ やや良好 ４ 普通 ３ やや不十分 ２ 不十分 １   全体の平均  ４．１ 

 

２．保護者・教職員アンケートの意見について（※アンケート集計結果は 1/23 木 以降に配付します） 

 番号・項目                分 掌 と し て の 意 見 ・ 対 応 

２０５５ 

 

 

１学期中間考査が終了して、成績が確定しても、その間に全県総体があったので、成績会

議が全県総体明けになってしまったので、いつもより遅くなってしまった。しかし、他の

考査でも考査終了から３週間くらい経ってからの発送になっている。 

１０５０ 

１０５４ 

 

右文タイムは、日課表を決めたときに８時から行うとしたが、電車時間との関係から考え

ると、１０分遅くしても良いと思われる。 

 

      次  年  度  の  課  題                対  応  策 

生徒の多様な進路志望に対応した教育課程の編

成と現状にあったコースの在り方の研究。 

 

 

センター試験の科目や個別試験の科目などを研究す

ると共に他校の教育課程などを参考にしながら本校

生徒の進路志望達成のために必要な教育課程の編成

を研究する。 

３学期制での効果的な教務運営についての研究。

 

 

 

３学期制への移行により、生じた課題を各職員から

吸い上げて、より効果がある教務運営ができるよう

する。また、研究会などへの参加や他校訪問などで

本校独自の方策を考え、施行する。 

定期考査の日程についての研究。 定期考査の日程に関して、職員の間でもいろいろ

な考えがあり、教務として日程や期間などを県内の

他校の様子などを聞きながら、より良い方向で考え

ていかなければならない。 

  



Ｈ２７学校評価  分掌（学年・教科）用評価シート 
 

分掌名 生 徒 指 導 部  氏 名 佐々木 篤 

 

 １．分掌の評価 

   重  点  実  施  事  項    その評価 及び 残された課題等  評価平均値

１．規律ある生活態度の確立 
  挨拶，整容，学習環境の美化等  

 

・挨拶や清掃など，学級によってその取り組

みに温度差がある。教室の美化などは生徒

会の委員会活動を生かして点検することも

必要である 

・行事，集会時の女子の長い髪は結ぶ取り決

めが徹底されなくなってしまった。 

 

 

３．８ 

２．校内生活時間の遵守 

  携帯電話使用マナー 

  インターネット利用モラル  

・引き続きトラブル等がないように，生徒に

注意喚起をしていきたい。 

・登校時間変更により，右文タイムに遅れて

くる生徒の減少が期待される。 

 

 ４．２ 

３．自転車の安全走行の啓蒙  

 

・自転車に限らず，交通ルールやマナーの遵

守のために注意喚起するとともに，定期的

に街頭指導を行っていく必要がある。 

・状況把握不足や交通ルール違反などにより

，自転車での交通事故が発生している。 

・見えないところでの桜坂での乗り下りがあ

るのではないか。 

 

  

 

 ３．８ 

４．防犯意識の確立と盗難防止対策 

 

・不審者対策として，女子生徒への注意喚起

は引き続き続けたい。 

・持ち物への記名の徹底と他人の持ち物の無

断使用の禁止など，盗難防止の意識を高め

たい。 

 

 

 ４．２ 

 

良好 ５ やや良好 ４ 普通 ３ やや不十分 ２ 不十分 １   全体の平均 ４．０ 

 

 ２．保護者・教職員アンケートの意見について 

 番号・項目                分 掌 と し て の 意 見 ・ 対 応 

2053 自転車通学の冬期間全面禁止について。保護者からの要請により羽後交通のバス運行をお

願いしており，それに合わせて禁止期間としている。 

3054ほか 車の送迎について。朝の桜坂上までの送迎を禁止している理由として，桜坂下，駐輪場付

近，校地内等での交通事故の懸念。桜坂や桜坂交差点付近の交通渋滞や事故の危険性の増

大，などが考えられる。幸い大きな事故は起こっていないようであるが，自由化になれば

その危険性が増大する可能性があるため，現行通り朝の上までの送迎は禁止としたい。今

後とも協議していく必要性がある。 

 

3．次年度申し送り 

      次  年  度  の  課  題                対  応  策 

車での送迎について 教職員，保護者も含めた協議が必要である。 

交通安全，交通マナーやモラルの育成 

 

街頭指導，生徒指導通信，学年・学級での指導を継

続し，生徒一人一人に交通安全意識を醸成する。 

 



Ｈ２７学校評価 分掌（学年・教科）用評価

分掌名 進路指導部 主任氏名 三 浦 好 晴

１ 分掌の評価［分掌目標： キャリア教育の観点から進路指導の充実に取り組み、生徒の進路目標実現を目指した学力の向上を図る。］

重 点 実 施 事 項 評 価 及 び 残 さ れ た 課 題 評価点

１．家庭学習習慣の定 ・学習時間調査をもとにクラス担任による個別指導、学年全体での指
着 と学習時間の拡大 導により改善を図った。

・右文タイムやＳＵＳ、補習、学習合宿等で一定の学習時間は確保で ３．７
きたが、生徒が自発的に学習する姿勢を啓蒙することは進路指導部と
しては十分でなかった。

２．面談を通した進路 ・個人面談、保護者面談、教科担任面談を実施。３年生の難関大志望
指導の充実 者には校長や進路指導部も面談を実施した。学年・職員全体での情報

共有が課題。 ３．８
・４月の面談旬間の充実（面談の時間をもう少し増やしてもよいのではないかとい

う意見あり）

３．進路学習を充実さ ・One day カレッジ、進路講演会、高校講座、オープンキャンパス、学
せる行事の企画・運 習合宿、大学の先生による模擬授業、進路ガイダンス等を実施した。

営 進路意識が高揚したが、行事が重なったこともあり、授業を落ち着い ４．３
て進めることに支障を来した。

４．各学年・教科・部 ・目に見えて学力の向上が図られている実感がない。
活の連携を密にした ・家庭学習時間、考査成績を部活動顧問にも知らせ、共通理解を持っ
学力の向上 て指導にあたれるようにした。成績不良者について、クラス担任、教

科担任、部活動顧問で情報を共有した。 ３．４
・ＳＵＳの実施時期や部活動との連携については、さらなる検討が必
要である。

５．推薦入試・面接指 ・ＡＯ・推薦入試に向けた全職員による面接・小論文指導で、東北大
導・小論文指導の充 ＡＯをはじめある程度の成果を収めることができた。
実 ・右文ﾀｲﾑによる週１回の文章要約や読書、小論文指導講演会、小論模 ３．８

試などを実施した
・東北大ＡＯ対策：１年次からの指導の工夫が必要である。

６．生徒・保護者・職 ・学級通信、学年通信、進路通信、面談等を通して保護者へ情報提供
員への情報提供 したが、進路指導部としては進路だよりの発行回数を増やしたい。 ３．８

２ 保護者・教職員アンケートの意見について

良好 ５ やや良好 ４ やや不十分 ２ 不十分 １ 全体の平均 ３．８

番号・項目 分 掌 と し て の 意 見 ・ 対 応

１０２６ ・本校の指定校推薦の大学・学校は『進路の手引き（軌跡）』に前年度の主な大学・学校
を掲載しているのでそちらを参考にしてください。掲載以外の大学・学校は、進路指導部
か学年部の先生に聞いてください。

１０３０ ・進路講演会を保護者も参加できるようにする ― 保護者にも案内を配付する。

３ 次年度申し送り

次 年 度 の 課 題 対 応 策

①家庭学習時間の定着と学習時間の拡大 ①学習時間調査の有効利用。右文タイムや自学の
有効利用。課題の精選と各科との連携を図り、自
発的な学習態度を育てる。

②ＳＵＳ、長期休業中の補習の時期の検討と内容の充 ②職員の意思統一意を図り、職員の理解と協力を
実 得る。講師確保のための管理職の協力を得る。
③ One day カレッジの見直し ③行事の多い１学期を避け、２学期に実施する。

それに伴い、１，２年生だけで実施する。



Ｈ２７学校評価  分掌（学年・教科）用評価シート 
 

分掌名 特 別 活 動 部  主任氏名 金  博 之 

 

 １．分掌の評価 

   重  点  実  施  事  項    その評価 及び 残された課題等  評価平均値

１．校標への理解を促し、あらゆる活動をとお

して豊かな人間形成を図る。 

 

・それぞれの行事ごとの目標が明確で人間形成

につながっている。 

・直接的な取組は特になかったので、行事全体

を通して関わりを作れれば良かった。 

 

 

４．０ 

２．委員会活動を活性化させるとともに、生徒

会執行部を主体的に活動できるリーダーと

して育てる。 

・全体的に各委員会の活動が活発だった。 

・特に生徒会総務や広報・保健・文化等の委員

会活動が活発だった。少し、生徒会総務の負担

が大きく、行事運営については、もう少し委員

会中心にしても良いと思う。 

 

 

 ４．３ 

３．生徒による地域や社会への貢献活動を充実

させる。 

 

・多くの部が、競技以外のところでも活躍する

姿が見られた。 

・ボランティアについては、もっと積極的にア

ピールした方が良かった。 

 

 ３．８ 

 

良好 ５ やや良好 ４ 普通 ３ やや不十分 ２ 不十分 １   全体の平均 ４．０ 

 

 ２．保護者・教職員アンケートの意見について 

 番号・項目                分 掌 と し て の 意 見 ・ 対 応 

1033,1034,10

40,1044,2034 

部活動の時間が遅いことについては、１９時完全終了の徹底を顧問会議を通して呼びかけてい

きたい。テスト前の完全部休には、各部の事情を勘案して決めている。現状で大きな問題はな

いと考える。 

1038 部活動の遠征費については、特に規定がないため各部活動に任せられている。それぞれの事情

もあると思うので、保護者会との連携をより深めて納得してもらえるような配慮と適切な支出

と計画を顧問にお願いしていきたい。 

2054 生徒会長の件については、かなり時間をかけて努力したつもりであるが、生徒の自主的活動が

前提にあり、ぎりぎりのところでの指導をした結果である。結果を受け止めて、新しい生徒会

がしっかりとやっていけるよう万全のバックアップをしていきたい。 

2028,3036 棒倒しについては、先生方が指導して無くなったわけではない。体育委員会で話し合った結果

、生徒側で棒倒しよりもリレーを選んだ経緯がある。実際、今年になってから小学校の組み体

操が大きな問題となったりして、昨年までよりも安全面への配慮について求められるようにな

っている。もし復活するにしても十分な協議と安全への配慮が必要となる。 

2031 ＨＰの更新については、各部活動へお願いを繰り返していく。 

3．次年度申し送り 

      次  年  度  の  課  題                対  応  策 

・年間を通したバランスを見ながら、行事の内容を精

査する必要がある。 

・生徒の意見が活発に、かつ深く話し合うことができ

る時間と場所をしっかりと確保する。 

・職員が、一度腰を据えてじっくりと話し合う場を作

る。まずは特活部で話し合う時間を取る。 

・学校行事の期日について毎年度検討する必要はある

が、大きな行事については、ある程度固定した方が良

いと考える。 

いわゆる三大行事等については、○月第○週の○曜日

等。 

・委員会活動の活性化。 

 

委員会によっては、もっともっとできるところがある

のでは。 



Ｈ２７学校評価 分掌（学年・教科）用評価

分掌名 教 務 部・研 修 班 班長氏名 齊 藤 淨

１ 分掌の評価

重 点 実 施 事 項 評 価 及 び 残 さ れ た 課 題 評価点

１ 生徒の進路実現に ・授業力向上という視点では教材研究など全体的に余裕がなかった。

資する授業研究の活 ・気軽に相互授業参観・研修をするスタイルに切り替えたので、昨 ４．２

性化 年度より活性化したと思うが、まだ工夫が必要である。

２ 年次研修等の研修 ・指導教員との連絡も円滑で、初任研、３年研、10 年研とも効果が ４．６

計画の作成と実施 あったと思う。

３ 教育実習生の指導 ・教科、ホームルーム担当において指導教員の協力が十分に得られ

および研修関係諸事 たので、スムースに実施できたが、必ずしも教員採用試験を受験 ４．８

務の円滑化 するという学生ばかりではなかったのが少し残念である。

・教育実習希望の生徒からの連絡が数多く入り対応に苦慮した。本

校に教育実習受け入れ基準がないのが理由である。来年度に向け

て基準を作成する必要がある。

４ アクティブラーニ ・職員研修の実施、先進校に視察するなど情報収集に努めた。

ングのあり方の情報 ・今年度から３年間、キャリア教育実践モデル校にも指定された ４．４

収集と研修 ので、研修とタイアップしながら来年度も計画・実践する必要が

ある。

２ 保護者・教職員アンケートの意見について

良好 ５ やや良好 ４ やや不十分 ２ 不十分 １ 全体の平均 ４．４

番号・項目 分 掌 と し て の 意 見 ・ 対 応

５１７ ・教材研究する時間が全体的に少ないと感じている職員がほとんどである。事務的な仕事

を軽減するなど学校全体で負担軽減し、研修や授業研究に専念できる雰囲気をつくって

いく必要がある。

５１８ ・アクティブラーニングに関する研修会は今後も実施していくつもりである。

５１９ ・相互授業参観は強化期間に限らず、必要なときに、教科も越えて気軽に参加できるよう

に今後も改善していきたい。

３ 次年度申し送り

次 年 度 の 課 題 対 応 策

①相互授業参観実施の柔軟な方法の工夫。 ①強化月間は設定するが、その期間以外の授業参

観を積極的に進める。

②アクティブラーニングラーニングを活用したキャ ②各科目ごとに具体化した授業実戦を実施する期

リア教育との関連を強化した授業実践のあり方の 間を設定する。

研究と実践。

③キャリア教育実践モデル校に相応しい研修と授業 ③アクティブラーニングラーニングを活用したキ

実践。 ャリア教育の研修を実施する。



Ｈ２７学校評価  分掌（学年・教科）用評価シート 
 

分掌名 図 書 視 聴 覚 班  主任氏名 加 藤 顕 一 

 

 １．分掌の評価 

重 点 実 施 事 項    その評価 及び 残された課題等  評価平均値

1. 図書視聴覚班と図書館運営委

員会及び各教科等との連携を

図り、授業での活用を奨励す

る。 

授業での活用は例年通り行われていたが、管理の面で

徹底できないことがあった。 
3.9 

2. 情報機器の点検整備と管理、

ID・パスワードとホームペー

ジの管理を行う。 

新システムへの乗り換えでトラブル繰り返し有り対応

に苦慮したものの、運用はなんとか軌道に乗った。情

報機器関係のトラブルには適宜対応できた。ホームペ

ージ更新については担当者の尽力によりかなり改善さ

れた。 

4 

 

良好 ５ やや良好 ４ 普通 ３ やや不十分 ２ 不十分 １   全体の平均 4 

 

２．保護者・教職員アンケートの意見について 

 番号・項目                分 掌 と し て の 意 見 ・ 対 応 

１００６ [授業で使用するプロジェクター等を更新して欲しい] 

→プロジェクター等使用頻度の高いものに関しては、ニーズに合わせて追加購入の要望を

していきたい。 

２０３１ [ＨＰ写真等の更新を定期的に行ってほしい] 

→関係者に声をかけながら適宜更新していきたい。 

 

３．次年度申し送り 

次  年  度  の  課  題                対  応  策 

業務系ＰＣの更新 

 

更新に関しては県の方針によって決められる。 

サーバー将来的には総合教育センターに集約されるようである。

黒ＰＣの更新については特に連絡はないが、導入から相当年数が

経過し不具合が出始めていることと、ＯＳのサポート期限の問題

もあるので、早めの更新が望まれる。 

部活動ＨＰの更新 

 

行事同様に期日を決めて担当者に更新を依頼していく。 

  



Ｈ２７学校評価  分掌（学年・教科）用評価シート 
 

分掌名 生徒指導部 保健班  主任氏名 月本 真 

 

 １．分掌の評価 

   重  点  実  施  事  項    その評価 及び 残された課題等 評価平均値

１．学習環境の整備に努める。清掃用具の

点検及び補充をし、清掃効果を上げる。

 

 

年度初めの清掃用具点検・補充、保健委員

による学期毎の用具点検・補充など、清掃用

具の整備に力を入れた。黒板クリーナーの清

掃（技師さんによる）、クリーナー中袋の洗

濯を行った。自在箒については、各区域で除

去すれば用具を長く使用できる。 

大清掃、各行事等に伴う清掃指導について

は適切な指導ができた。  

４ 

２．生徒の健康意識を高め、自己管理能力

の向上を図る。健康教育を充実させる。

 

 

様々な場面において、担任等を通じての指

導、保健室における個別指導、掲示物や配布

物（保健だより、教育相談だより等）等によ

り、健康管理能力を高めるための指導を行っ

た。昨年度までは生活習慣の乱れが要因と思

われる体調不良により保健室を利用する生徒

が多かったが、今年度は減少した。少しずつ

だが、改善されてきている。 

本校は部活動や体育におけるけがの発生件

数が多い。（４～１月発生の日本スポーツ振

興センター請求済災害件数：９３件）体育中

のけがは昨年度より減少したが、部活動中の

けがは増加したため、今後もけがの予防につ

いて指導していく必要がある。 

学校生活に適応できない生徒、精神面で課

題を抱える生徒の支援が今後も必要不可欠で

ある。 

４ 

 

良好 ５ やや良好 ４ 普通 ３ やや不十分 ２ 不十分 １   全体の平均 ４ 
 

 ２．保護者・教職員アンケートの意見について 

 

      次  年  度  の  課  題                対  応  策 

学校生活に適応できない生徒、精神面で課題を抱え

る生徒の支援 

保健室からの生徒情報の発信を継続し、情報共有を

密に行うとともに、教育相談（特別支援）委員会と

連携し、チームで対応する。 

けがの予防 部活動におけるけがが多いことから、顧問等関係者

による生徒のきめ細かな観察を心がけるとともに、

けがの予防に関する指導を行う。 

清掃用具の整備 清掃用具等必要物品は購入していただいている。 

今後も保健委員の定期点検・補充を継続し、清掃用

具を整備していきたい。用具を長く使えるよう自在

箒のゴミ取りなども各清掃区域で随時行いたい。 

 



教職員アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
A B C D E 未 A B C D E 未

1 14 26 2 0 0 0 1 21 23 0 0 0 0

2 4 32 6 0 0 0 2 11 32 1 0 0 0

3.1 13 25 1 2 1 0 3.1 15 25 3 0 1 0

3.2 8 27 3 1 2 1 3.2 15 25 4 0 0 0

4.1 23 18 1 0 0 0 4.1 23 20 0 0 1 0

4.2 7 23 8 3 1 0 4.2 7 26 8 0 3 0

5 19 19 2 2 0 0 294 5 20 21 2 1 0 0

6 24 17 1 0 0 0 6 21 22 1 0 0 0

7 14 24 3 1 0 0 7 20 22 1 0 1 0

全体 33.3% 55.8% 7.1% 2.4% 1.1% 0.3% 378 全体 38.6% 54.5% 5.1% 0.3% 1.5% 0.0%

89.2% 9.5% 1.3% 93.2% 5.3% 1.5%

学校や電話での保護者との応対の際、教職員の態度や対応の仕方は適切
だと思いますか。

生徒の進路を考えた、効果的な教育課程（３年間にわたる授業の全体計画やコース設定、校時
割）の編成に努めていると思いますか。

本荘高校の教育内容は生徒、保護者の期待に応えるものになっていると思
いますか。

学校は学校行事等の校内の活動を地域に公開しようとしていると思います
か。

学校や電話での保護者との応対の際、教職員の態度や対応の仕方は適切
だと思いますか。

学校からの通信や連絡は確実に保護者に届いていると思いますか。

学校は学校行事等の校内の活動を地域に公開しようとしていると思います
か。

学校からの通信や連絡は確実に保護者に届いていると思いますか。

学校は生徒の安全や健康を考えて、必要な対策をとっていると思いますか。

学校は生徒・保護者の個人情報に関して適切な配慮をしていると思います
か。

学校は生徒の安全や健康を考えて、必要な対策をとっていると思いますか。

学校は生徒・保護者の個人情報に関して適切な配慮をしていると思います
か。

Ｈ２７　学校経営

「進路実現と人材育成」という重点目標の実現に向けて、学校全体で取り組
んでいると思いますか。

重点目標の実現に向けた取り組みは成果が上がっていると思いますか。

生徒の進路を考えた、効果的な教育課程（３年間にわたる授業の全体計画やコース設定、校時
割）の編成に努めていると思いますか。

本荘高校の教育内容は生徒、保護者の期待に応えるものになっていると思
いますか。

昨年度　学校経営

「進路実現と人材育成」という重点目標の実現に向けて、学校全体で取り組
んでいると思いますか。

重点目標の実現に向けた取り組みは成果が上がっていると思いますか。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ２７ 学校経営
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教職員アンケート　－１－



教職員アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

8 7 32 2 0 1 0 8 12 27 5 0 0 0

9 5 31 5 0 1 0 9 15 24 5 0 0 0

10 1 34 3 0 4 0 10 7 29 8 0 0 0

全体 10.3% 77.0% 7.9% 0.0% 4.8% 0.0% ### 全体 25.8% 60.6% 13.6% 0.0% 0.0% 0.0% ##
87.3% 7.9% 4.8% 86.4% 13.6% 0.0%

生徒は授業に関して満足していると思いますか。

Ｈ２７　教科指導

授業を通しての学力向上は達成されていると思いますか。

授業において生徒の興味や意欲を引き出す工夫がなされていると思います
か。

生徒は授業に関して満足していると思いますか。

昨年度　教科指導

授業を通しての学力向上は達成されていると思いますか。

授業において生徒の興味や意欲を引き出す工夫がなされていると思います
か。

A B C

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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Ｈ２７ 教科指導
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未
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教職員アンケート　－２－



教職員アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

11 10 21 8 2 0 1 11 12 25 5 1 1 0

12 10 22 8 0 2 0 12 19 22 3 0 0 0

13 10 22 8 0 2 0 13 23 19 1 0 1 0

14 14 27 1 0 0 0 14 24 19 0 0 1 0

全体 26.2% 54.8% 14.9% 1.2% 2.4% 0.6% 168 全体 44.3% 48.3% 5.1% 0.6% 1.7% 0.0%

81.0% 16.1% 3.0% 92.6% 5.7% 1.7%

生徒指導上の事故防止指導は適切、効果的に行われていると思いま
すか。

「いじめ」に対する適切な調査や指導、対策がとられていると思います
か。

Ｈ２７　生徒指導

生徒指導に全職員で、共通認識のもとに取り組んでいると思います
か。

整容指導や挨拶の励行など、生徒の社会性育成指導の成果はあ
がっていると思いますか。

生徒指導上の事故防止指導は適切、効果的に行われていると思いま
すか。

「いじめ」に対する適切な調査や指導、対策がとられていると思います
か。

昨年度　生徒指導

生徒指導に全職員で、共通認識のもとに取り組んでいると思います
か。

整容指導や挨拶の励行など、生徒の社会性育成指導の成果はあ
がっていると思いますか。

A B C

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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教職員アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
A B C D E 未 A B C D E 未

15 15 24 2 1 0 0 15 16 26 1 0 1 0

全体 35.7% 57.1% 4.8% 2.4% 0.0% 0.0% 42 全体 36.4% 59.1% 2.3% 0.0% 2.3% 0.0%

92.9% 7.1% 0.0% 95.5% 2.3% 2.3%

昨年度　教育相談

先生方は生徒の悩みや相談に適切に対応していると思いますか。

Ｈ２７　教育相談

先生方は生徒の悩みや相談に適切に対応していると思いますか。
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教職員アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

16 14 26 2 0 0 0 16 16 25 3 0 0 0

17 7 32 1 0 2 0 17 12 29 3 0 0 0

18 12 26 2 2 0 0 18 12 26 5 0 1 0

19 13 22 6 0 1 0 19 11 29 3 0 1 0

全体 32.7% 57.1% 6.0% 1.8% 1.8% 0.6% 168 全体 29.0% 61.9% 6.8% 0.0% 1.7% 0.6%

89.9% 7.7% 2.4%

進路意識や職業観を育てるための指導が適切に行われていると思います
か。

学校は進路についての情報を生徒、保護者に適切に伝えていると思います
か。

Ｈ２７　進路指導

個々の生徒の進路希望や適性に応じた指導が行われていると思いますか。

進路指導の成果はあがっていると思いますか。

進路意識や職業観を育てるための指導が適切に行われていると思います
か。

学校は進路についての情報を生徒、保護者に適切に伝えていると思います
か。

昨年度　進路指導

個々の生徒の進路希望や適性に応じた指導が行われていると思いますか。

進路指導の成果はあがっていると思いますか。
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教職員アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

20 23 16 1 1 0 1 20 16 25 1 0 1 1

21 11 27 2 0 1 1 21 16 25 1 0 2 0

22 11 27 2 0 1 1 22 12 30 1 0 1 0

全体 35.7% 55.6% 4.0% 0.8% 1.6% 2.4% 126 全体 33.3% 60.6% 2.3% 0.0% 3.0% 0.8% ##

91.3% 4.8% 4.0% 93.9% 2.3% 3.8%

部活動の指導は適切に行われていると思いますか。

Ｈ２７　特別活動

運動会、玲瓏祭などの生徒の活動は充実したものになっていると思います
か。

部活動を通した人間育成が図られていると思いますか。

部活動の指導は適切に行われていると思いますか。

昨年度　特別活動

運動会、玲瓏祭などの生徒の活動は充実したものになっていると思います
か。

部活動を通した人間育成が図られていると思いますか。
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教職員アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

23 9 29 3 0 1 0 23 12 28 1 0 3 0

24 9 28 3 0 2 0 24 11 27 2 0 4 0

25 16 24 2 0 0 0 25 19 21 0 0 4 0

26 6 31 2 1 2 0 26 8 33 2 0 1 0

27 5 25 3 1 8 0 27 9 22 9 0 4 0

全体 21.4% 65.2% 6.2% 1.0% 6.2% 0.0% 210 全体 26.8% 59.5% 6.4% 0.0% 7.3% 0.0% ##

86.7% 7.1% 6.2% 86.4% 6.4% 7.3%

保護者面談は適切に行われていると思いますか。

生徒は学校が楽しいと感じ、生き生きと学校生活を送っていると思います
か。

教材費の負担について配慮がなされていると思いますか。

保護者面談は適切に行われていると思いますか。

生徒は学校が楽しいと感じ、生き生きと学校生活を送っていると思います
か。

教材費の負担について配慮がなされていると思いますか。

昨年度　学年経営・学級経営

学年やクラスの指導は生徒、保護者の期待に応えていると思いますか。

学年やクラスについての情報は生徒、保護者に適切に伝えられていると思
いますか。

Ｈ２７　学年経営・学級経営

学年やクラスの指導は生徒、保護者の期待に応えていると思いますか。

学年やクラスについての情報は生徒、保護者に適切に伝えられていると思
いますか。
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A

B

A B C

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

23

24

昨年度 学年経営・学級経営

A

B

25

26

27

C

D

E

未

25

26

27

C

D

E

未

教職員アンケート　－７－



教職員アンケート

※未は回答無しを意味する ※未は回答無しを意味する
質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

28 9 28 1 1 2 1 28 14 25 5 0 0 0

29 6 31 1 1 2 1 29 13 24 6 0 1 0

全体 17.9% 70.2% 2.4% 2.4% 4.8% 2.4% 84 全体 30.7% 55.7% 12.5% 0.0% 1.1% 0.0% 88

88.1% 4.8% 7.1% 86.4% 12.5% 1.1%

昨年度　研修

教職員の研修は、適切に行われていると思いますか。

研修の成果が自らの向上と教育実践に生かされていると思いますか。

Ｈ２７　研修

教職員の研修は、適切に行われていると思いますか。

研修の成果が自らの向上と教育実践に生かされていると思いますか。
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教職員アンケート

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 93.2% 5.3% 1.5%

② 86.4% 13.6% 0.0%

③ 92.6% 5.7% 1.7%

④ 95.5% 2.3% 2.3%

⑤ 90.9% 6.8% 2.3%

⑥ 93.9% 2.3% 3.8%

⑦ 86.4% 6.4% 7.3%

⑧ 86.4% 12.5% 1.1%

90.8% 6.6% 2.6%

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 89.2% 9.5% 1.3%

② 87.3% 7.9% 4.8%

③ 81.0% 16.1% 3.0%

④ 92.9% 7.1% 0.0%

⑤ 89.9% 7.7% 2.4%

⑥ 91.3% 4.8% 4.0%

⑦ 86 % 1% 6 2%学年経営 学級経営

進路指導

特別活動

⑨　全体

教科指導

進路指導

学校経営

研修

特別活動

職員対象アンケート概要

生徒指導

教育相談

学校経営

教科指導
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A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 91.8% 7.1% 1.1%

② 89.3% 6.7% 4.0%

③ 90.0% 9.0% 1.0%

④ 92.0% 4.0% 4.0%

⑤ 95.0% 3.0% 2.0%

⑥ 90.7% 6.7% 2.7%

⑦ 86.4% 6.8% 6.8%

⑧ 97.0% 2.0% 1.0%
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学校評価 （自己評価） 平成２８年２月 本荘高等学校

１ ２ ３ ４ ５

項 学習指導について 特別活動について 生徒指導について 進路指導について 校務一般について
・授業研究等 ・部活動や学校行事等 ・基本的生活習慣等 ・進路行事、進路情報等 ・分掌間、ＰＴＡ、同窓会、

目 地域との連携等

① 規律ある授業の展開と授業改善 ① 校標への理解を促し、あらゆ ① 規律ある生活態度の確立 ① 家庭学習習慣の定着と学習時間の ① 分掌間の連絡・調整を密にし
小 により学力の向上と定着を図る。 る活動をとおして豊かな人間形 挨拶，整容，学習環境の美化等 拡大 た校務運営の活性化
項 成を図る。
目 ② 各学年・教科・部活の連携を密 ② 校内生活時間の遵守 ② 面談を通した進路指導の充実 ② 学校行事の企画・立案と円滑

にした学力の向上 ② 委員会活動を活性化させると 携帯電話使用マナー、インター な実施・運営
ともに、生徒会執行部を主体的 ネット利用モラル ③ 進路学習を充実させる行事の企

③ 生徒の進路実現に資する授業研 に活動できるリーダーとして育 画・運営 ③ ＰＴＡ活動の活性化および関
究の活性化 てる。 ③ 自転車の安全走行の啓蒙 係諸団体との連携・協力

④ 生徒･保護者･職員への情報提供
④ アクティブラーニングのあり方 ③ 生徒による地域や社会への貢 ④ 広報活動の工夫・改善ならび
の情報収集と研修 献活動を充実させる。 に情報の保管・管理の徹底

①4.2 ①4.0 ①3.8 ①3.7 ① 4.1
実 ・授業のアクティブ化の推進を学校の ・それぞれの行事ごとの目標が明 ・挨拶や清掃など，学級によって ・学習時間調査をもとにクラス担任に ・班長会議等をはじめとして、各分
施 課題として授業改善に取り組んだ。キ 確で人間形成につながっている。 その取り組みに温度差がある。教 よる個別指導、学年全体での指導によ 掌主任間の連絡を常時取り合った。
状 ャリア教育推進として継続して行うこ ・直接的な取組は特になかったの 室の美化などは生徒会の委員会活 り改善を図った。 今後も会議や「連絡板」を活用した
況 とができた。 で、行事全体を通して関わりを作 動を生かして点検することも必要 ・右文タイムやＳＵＳ、補習、学習合 情報の共有に努め、校務運営を活性
・ ・今後も継続して授業改善に取り組ん れれば良かった。 である 宿等で一定の学習時間は確保できた 化させたい。
達 でいかなければならない。 ・行事，集会時の女子の長い髪は が、生徒が自発的に学習する姿勢を啓
成 ②4.3 結ぶ取り決めが徹底されなくなっ 蒙することは進路指導部としては十分 ②4.0
状 ②3.4 ・全体的に各委員会の活動が活発 てしまった。 でなかった。 ・各分掌やＰＴＡが企画・運営する
況 ・目に見えて学力の向上が図られてい だった。 様々な講演会等を実施した。日程や

る実感がない。 ・特に生徒会総務や広報・保健・ ②4.2 ②3.8 内容等を勘案しながら、必要十分な
・家庭学習時間、考査成績を部活動顧 文化等の委員会活動が活発だった。 ・引き続きトラブル等がないよう ・個人面談、保護者面談、教科担任面 ものを適宜実施するなど、学校全体
問にも知らせ、共通理解を持って指導 少し、生徒会総務の負担が大きく、 に，生徒に注意喚起をしていきた 談を実施。３年生の難関大志望者には で共通理解を図り、行事を精選する
にあたれるようにした。 行事運営については、もう少し委 い。 校長や進路指導部も面談を実施した。 必要がある。
・成績不良者について、クラス担任、 員会中心にしても良いと思う。 ・登校時間変更により，右文タイ 学年・職員全体での情報共有が課題。
教科担任、部活動顧問で情報を共有し ムに遅れてくる生徒の減少が期待 ・４月の面談旬間の充実（面談の時間 ③4.5
た。 ③3.8 される をもう少し増やしてもよいのではない ・地区ＰＴＡは６地区で開催され

・多くの部が、競技以外のところ かという意見あり） た。ふるさと教育の視点からこれか
③4.2 でも活躍する姿が見られた。 ③3.8 らも継続して実施したい。今後もＰ
・授業力向上という視点では教材研究 ・ボランティアについては、もっ ・自転車に限らず，交通ルールや ③4.3 ＴＡ・同窓会等との連絡を密にし、
など全体的に余裕がなかった。 と積極的にアピールした方が良か マナーの遵守のために注意喚起す ・One day カレッジ、進路講演会、高 学校経営に対する意見を収集してい
・気軽に相互授業参観・研修をするス った。 るとともに，定期的に街頭指導を 校講座、オープンキャンパス、学習合 く必要がある。
タイルに切り替えたので、昨年度より 行っていく必要がある。 宿、大学の先生による模擬授業、進路
活性化したと思うが、まだ工夫が必要 ・状況把握不足や交通ルール違反 ガイダンス等を実施した。進路意識が ④4.0
である。 などにより，自転車での交通事故 高揚したが、行事が重なったこともあ ・ＨＰを適時更新した。各分掌から

が発生している。 り、授業を落ち着いて進めることに支 さまざまな発行物も出されている
④4.4 ・見えないところでの桜坂での乗 障を来した。 が、それぞれの担当の視点を重視し、
・職員研修の実施、先進校に視察する り下りがあるのではないか。 学校経営の在り方を集約し、また効
など情報収集に努めた。 ④3.8 果的に発信していきたい。
・今年度から３年間、キャリア教育実 ・学級通信、学年通信、進路通信、面
践モデル校にも指定されたので、研修 談等を通して保護者へ情報提供した
とタイアップしながら来年度も計画・ が、進路指導部としては進路だよりの
実践する必要がある。 発行回数を増やしたい。

評 Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ
価

・部活の先生は、率先して部員の学 ・行事のねらいを明確にし、生徒 ・規律や美化に関する指導で学級 ・生徒の自発的な学習姿勢や態度の ・ＰＴＡ役員の協力をあおぎ、学
次 習指導を牽引し、教科や学年と情 の主体性や積極性をさらに鍛え 間の格差をなくす。また女子生 育成に向けて、保護者の協力を要 校の経営方針等を保護者に伝え
年 報を共有しながら意欲を高める。 る。 徒の整容に関して、根拠を提示 請する。進路目標に向かって、主 る手立てを工夫する。
度 ・授業のアクティブ化をさらに進め ・生徒が企画・立案して委員会活 して指導を徹底する。 体的・計画的に学習する習慣をつ ・ＨＰを有効に活用しながら、学
へ る。生徒が主体的に考え、行動す 動をさらに活性化する。新入生 ・自転車の運転マナーの改善につ けさせる。 校経営の全体像を発信する。
の る授業を実践する。ベル即授業を や中学生、保護者や地域の方々 いて生徒会、保護者や町内会等 ・進路実現に向けた生徒面談を充実 ・教職員の情報共有を促すために、
提 徹底する。 に生徒会組織が学校の活動や特 の協力を得て進めていく。 させる。 連絡版や緊急メールシステム等、
言 ・互いの授業をフリーに見学しアド 徴を紹介する機会を増やす。 ・情報モラル指導に関しては、常 ・進路情報の発信数を増やす。 情報ツールの活用法を探る。

バイスしてスキルアップを図る。 に啓発しながら生徒の意識を高 ・地区ＰＴＡの効果的に運営しな
めていく。 がら、保護者の声を集約する。

《 ＡＢＣ評価 》Ａ：具体的な活動がなされ、目標を達成できた。 《数値による評価》 良好：５ やや良好：４ やや不十分：２ 不十分：１
Ｂ：具体的な活動はなされているが、目標は達成できていない。
Ｃ：具体的な活動がなされておらず、目標も達成できていない。 全調査の平均：3.8



学校評価 (学校関係者評価)

平成２８年３月 立本荘高等学校

１ ２ ３ ４ ５

項 学習指導について 特別活動について 生徒指導について 進路指導について 校務一般について
・授業研究等 ・部活動や学校行事等 ・基本的生活習慣等 ・進路行事、進路情報等 ・分掌間、ＰＴＡ、同窓会、

目 地域との連携等

・先生方の学習指導への工夫した取 ・３年間の学校生活の中で、部活 ・学校外での生徒の様子は大方良 ・生徒は進路が定まらなければ学習 ・分掌間の連絡を密にしているよ
組み方を高く評価します。本荘高校 動や学校行事は、生徒の人間形成 い評価ができると見ています。た に身が入らないのではないかと思い うなので、その結果がＰＴＡとの

学 の生徒が今後どのような生き方をし に欠く事の出来ないものと考えま だ、一部の生徒に、自転車の２列 ます。先生方は、これまで進路に関 情報共有につながり、同窓会とも
校 なければならないか、そのために何 す。先生方がそれらの活動を通し 走行、徒歩においても狭い道路を する多くの情報を提供しているよう 連携ができているのだと思います。
関 をしなければならないか、指導して て指導を加えていくことにより、 数人で道いっぱいに広がっての歩 ですが、今後はより多くの情報を提 今後は、地域との連携も大切な事
係 いただきたい。また、これからの時 自主性が育ち、やがて自分自身で 行を見かけることもあります。本 供しようとの努力は高く評価致しま と考えますので、来年度は地域に
者 代は、成績は勿論ですが、人として 己を磨ける生徒になるものと思い 荘高校の生徒として誇りを持たせ す。進路が定まると、その目標に向 開かれた学校を目指し、近隣の町
の の人間形成ができているかも評価さ ます。学校を訪ねると、あいさつ る指導をすることにより、そのよ かい自発的な学習を行うと思います 内会長を学校に招き情報交換会を
ご れるので、アクティブラーニングの や行動も素晴らしく感じますの うな行動を無くせるのではと思い ので、より充実したご指導をお願い 開催しませんか。地域の方々はこ
意 あり方は大いに研究し実践してくだ で、社会に出てもより良い人間に ますので、多感な時期ですが適切 します。 れまで以上に学校と生徒を大切に
見 さい。 育つよう指導助言してください。 な指導をお願い致します。しかし してくれると思います。
・ ・地域の学校活動は生徒に人間と ながら、生徒指導については、先 ・次年度への提言にある進路目標に
ご ・授業のアクティブラーニング化と して生きる広い視野を持たせるも 生方よりも保護者が行うことも大 向かって、主体的・計画的に学習す ・同窓会からの意見収集をしてほ
感 部活動指導者との共通理解による指 のとして、その展開に工夫があれ 事と思うので、ＰＴＡとよく協議 る習慣をつけさせるため、早期の進 しい。
想 導は、生徒の全体像を把握しての指 ば有効だと思います。 し連携を図ることを望みます。市 路選択（目標設定）に努め、自分の
及 導に効果が大きいと思います。 ・部活動は勉学と共によく頑張っ 民は、本荘高校の生徒の行動を特 現在の位置を意識させて努力させる ・地区ＰＴＡなどに無関心な保護
び て数々の成果を上げていると思い に注目しています。 手法はどうでしょうか。 者が増えているのではないでしょ
ご ・授業改善などの取組みが素晴らし ます。 うか。少しでも学校側の努力が各
提 いです。 ・学校見学に訪れる中学生やその ・目につきにくい小さな善行を取 ・軌跡（進路の手引き）の活用も必 地区まで伝わるように工夫してほ
言 保護者から文化祭は他校に比べて り上げて機会を捉えて紹介してあ 要ですが、生徒が自分達と年齢がで しいと思います。
等 ・この地区の基幹校の役目を果たし 盛り上がりに欠けているという声 げてはどうでしょうか？ きるだが近い先輩達のお話を直接聞

ていると見受けられます。 も聞こえました。 く機会を多く設ける事は、生徒達の ・ＰＴＡや同窓会に隠し事せずに、
・生きる力の足りない子供が増え ・学校側の努力は完璧と思いま 心を揺さぶると思います。 頼れるところは頼りながら良い関

・アクティブラーニングを試行して ている近年ですが、何とか由利本 す。もっと多くのことを家庭内で 係を築いてください。
いることは評価できる。教員相互に 荘市を支える人材を育てる為にも 厳しく育てるべきことが多いので ・先生方の熱い指導が続いていると
刺激し合いスキルアップして欲し 生徒たちをエネルギッシュに頑張 しょう。 思います。感謝です。 ・全体を通して、感じられるのは、
い。 らせてほしい。 リーダー陣（校長先生・教頭先生）

・優秀な指導陣で頼もしい。（由 ・プチ反抗、すこしバンカラ的な ・家庭内や生徒同士から得る情報で の指導力が発揮されており全職員
利モンロー的な）引っ込み思案気 生徒もいるかもしれないが、根気 は不十分と思われますので、学校側、 団結して教育に当たっているよう
質を積極行動派に成るような意識 強く指導願いします。 職員側からの情報提供がより充実で に見えます。とても良い状況に思
変換指導を期待します。 きればありがたいと思います。 え、いい成果が出ること、生徒の
・ＰＴＡの活動もすばらしいです 人格形成に反映されることを願っ
が、役員の負担が大きいという（言 ております。
えない）声もあります。親が前面
に出るより後ろから支える方向に
なってくれればと願います。

その他
・全体的に緻密化された目標設定や実践とその評価システムに敬意を表します。現職の先生方でなければ改善点等の指摘は真に無理な事と思います。学校評価アンケートをま
とめるだけでも大変なエネルギーが必要だと思います。評価が評価だけに終わらない様、更に魅力ある本荘高校にしていくための目標が実践されることをお願い申し上げます。

評
Ａ・Ｂ・Ａ ・Ａ Ａ・Ａ・Ａ・Ａ Ｂ・Ｂ・Ａ・Ａ Ａ・Ｂ・Ａ・Ａ Ｂ・Ｂ・Ａ・Ａ

価

《 ＡＢＣ評価 》Ａ：具体的な活動がなされ、目標を達成できた。
Ｂ：具体的な活動はなされているが、目標は達成できていない。
Ｃ：具体的な活動がなされておらず、目標も達成できていない。
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